
幼・小・中の子どもたちが共同で作りあげた作品
世界でたった一つ。そして、町の宝（子ども）が作りあげた作品です。

　

10
月
31
日
、
国
見
町
で
初
と

な
る
幼
小
中
一
貫
教
育
の
事
業

「
き
ら
き
ら
笑
顔
！
は
ば
た
け

翼
！
明
る
い
未
来
へ
！
」（
テ
ー

マ
は
小
学
生
作
）
が
行
わ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
、
協
力
し
て
巨

大
ア
ー
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
が
平
成
24

年
度
に
小
学
校
、
25
年
度
に
幼

稚
園
を
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
に
統

合
。
幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学

校
を
そ
れ
ぞ
れ
１
校
と
し
た
こ

と
で
、
幼
小
中
で
連
携
し
た
一

貫
教
育
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
合
後
、
一
同
が
会
し
交
流

を
行
う
の
は
初
め
て
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て

い
る
郷
土
愛
な
ど
を
豊
か
に
育

も
う
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
幼
稚
園
で
は
歌

の
お
姉
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
、
小
学
校
で
は
絵
本
作
家
の

あ
べ
弘
士
さ
ん
、
中
学
校
で
は

絵
本
作
家
の
長
谷
川
義
史
さ
ん

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
国
見
小
学
校
に
幼

稚
園
年
長
児
、
小
学
生
、
中
学

生
総
勢
７
７
４
人
が
集
ま
り
、

県
北
中
学
校
美
術
部
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
原
画
を
、
縦
約
４
㍍
、

横
約
６
・
５
㍍
の
ち
ぎ
り
絵
に

し
、
30
班
に
別
れ
て
、
制
作
し

ま
し
た
。
作
業
中
は
自
然
に
、

上
の
子
が
下
の
子
の
面
倒
を
み

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
児
が
ト
イ
レ
に
行
く
時

は
、
小
学
生
が
連
れ
て
行
く
、

小
学
生
が
う
ま
く
貼
れ
な
け
れ

ば
、
中
学
生
が
そ
っ
と
手
を
差

し
の
べ
る
。上
手
に
で
き
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
が
声
を
掛
け
合
う
。

見
て
、
聞
い
て
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
完
成
後
巨
大
な
ち
ぎ
り

絵
は
、
子
ど
も
た
ち
に
お
披
露

目
さ
れ
、
体
育
館
は
歓
声
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学

校
ご
と
に
ダ
ン
ス
や
合
唱
を
発

表
し
ま
し
た
。

縦
約
４
メ
ー
ト
ル

横約 6.5 メートル
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阿津賀志山防塁国道４号北側地区に残る堀と土塁

（所在地：国見町大字石母田字国見山下地内）

11月 23 日キャンドルパーティーで

の一コマ。親子三代で来場いただき、

キャンドルを点灯くださいました。

でも、風がありなかなか火がつきま

せん。また、それも３人にとっては、

思い出になるんでしょうね。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

文治５年 (1189) に源頼朝と奥州藤原氏が対峙した古戦場跡。奥州藤原氏により築かれた「阿
あ つ か し や ま ぼ う る い

津賀志山防塁（二
ふたえぼり

重堀）」は、
堀と土塁が全長 3.2㎞にわたってのびる要塞施設です。約 800 年前の合戦と 800 年間人々により守られてきた歴史を今
に伝え、国見町の歴史性の根源とも言える場所です。
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